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1. はじめに 

現在、建設業の働き方改革が官民を挙げて求められているなか、『建設工事従事者の

安全及び健康の確保の推進に関する法律に基づく基本計画』において、建設現場にお

ける建設工事従事者のメンタルヘルス対策の自主的な取り組みの促進が明記されてい

る。また、厚生労働省も重層請負構造からなる建設現場等におけるメンタルヘルス対

策の取り組みを推進・公示し、建設現場におけるメンタルヘルス対策は、いまや政府

を挙げての取り組みとなった。建設現場で働く作業員のメンタルヘルス不調（慢性的

な睡眠不足や高ｽﾄﾚｽの継続による体内ﾎﾙﾓﾝﾊﾞﾗﾝｽの崩れが引き起こす脳血流の低下によ

る認知機能への悪影響）を未然に防止し、より働きやすい環境となるよう職場環境の

改善を講じていくことが必要となる。ここでは私が現場で実践した職場環境改善策

（リスク軽減措置）について述べる。 

 

            

2. 工事概要（検証現場） 

工 事 名： 令和元年度 葵南市道 第 13 号 有永漆山線道路改良工事 

（軟弱地盤対策工） 

発 注 者： 静岡市長 田辺 信宏 （静岡市建設局道路部葵南道路整備課） 

工事場所： 静岡市 葵区 前林、漆山 地内 

工  期： （着工）令和元年 10 月 18 日 

（完成）令和 2年  5 月 25 日 

  工事内容： 工事延長 205.5ｍ 道路幅員 19.00ｍ 

        地盤改良工（路床安定処理）2,488m2、擁壁工（L型擁壁）    83m 

        道路土工（路床盛土工）  1,400m3、道路土工（路体盛土工）2,040m2 

 

 

3. 問題点 

現場における労働災害に直結する不安全行動の一部に『睡眠不足』や『うつ』と言

ったメンタルヘルス不調が存在している。現場で働く労働者の小さな異変を早期に発



見しストレス状況を把握することが、一番の安全行動への近道である。労働安全衛生

法等、法令によって求められるメンタルヘルス対策は、原則として事業者責任で行う

ものであるが、現場作業所単位で運営されることが多く 建設業の特性をかんがみる

と事業者だけで現場で働く労働者の心身の健康をケアすることは困難である。 

 

図-1 メンタルヘルス不調要因 

 

4. 解決策 

法令に定める事業者責任による取り組みに、現場での取り組みを付加し連動させな

がら進めて行くことが不可欠である考え、メンタルヘルスを維持するための職場環境

改善策を検討した。 

 

 

４-1.ストレスの数値化と職場環境改善策の策定 

   本工事で従事する作業員のストレス状況を把握するため、作業員全員を対象とし

た無記名のストレスチェックの実施を行った。

先ず、作業員に無記名のストレスチェックの趣

旨及び実施方法を説明した。その後、職業性ス

トレス簡易調査票（図-2）の配布し回答しても

らった。 

   調査票回収後、集団分析を行いストレスの   

  数値化及び全国の建設現場の標準値との対比に 

より当該現場のストレスの特徴を評価した。 

 

 

                   

                   

図-2 職業性ストレス簡易調査票 

 

 



 

図-3 ストレス判定図 

 

 

 表-1 現場ストレス数値 

仕事のストレス 
全国 

ストレス平均値 

現場 

ストレス平均値 
ストレス評価 

仕事のスト

レス要因 

量的負担 8.4 8.3 低 

コントロール 7.9 9.0 低 

職場の社会

的支援 

上司の支援 8.6 8.7 低 

同僚の支援 8.8 8.3 高 

ストレス反応指数 1.938 2.364 高 

 

  

 ストレス判定図（図-3）及び現場ストレス数値（表-1）より、現場所長と下請業者職長

とが職場環境改善チェックリストに基づいた職場環境改善シートを作成した。 

 その結果、仕事のコントロールや現場内の支援状況でストレス値が高いことが判明し

た。これは『現場内のコミュニケーション不足』に起因するストレスであることから、そ

れを改善する対策を実施した。 

 



 

表-2 職場環境改善シート 

 
 

4-2 具体的な取り組み 

1） 朝礼時のマッサージ運動 

 以前より弊社では朝礼時に肩もみ・肩たたきをラジオ体操終了後に取り入れてい

たが、これは作業員同士のコミュニケーションを図る目的もあるが、職員による作

業員に対する健康チェックやその後の朝礼での安全指示を聞きやすくする効果もあ

るため実施していた。 

 職員及び作業員同士がスキンシップを取ることで気軽にコミュニケーションが取

れるようになり、チームワークづくりが進展し作業環境が向上した。 

 

     

   写真-1 肩もみ活動           写真-2 肩たたき活動 

 



2） 作業前の健康 KY の導入 

 作業員の健康状態等を毎日確認することで、作業員個人が自分の状態に気付き対

処できるとともに、職長や作業員同士がお互いに小さな変化に気付き合える関係性

の構築を行った。 

 その結果、職長が作業員の不調のサインに早めに気付くことができるようにな

り、早めの対処が可能となった。 

 

   

 写真-3 健康 KY活動           図-4 健康 KY の進め方 

 

5. メンタルヘルス教育の実施 

 

 毎月 1回開催する安全教育実施時にメンタルヘルスに関する教育及びストレス対

処方法等の指導を行った。 

その結果、メンタルヘルスやストレスに対する知識が豊かになり、作業員の健康

維持に寄与した。 

 

 

写真-4 メンタルヘルス教育実施状況 

 



 

6. おわりに 

少子高齢化による建設現場の担い手の不足が懸念されているなか、働き方改革の実

施が喫緊の課題である。今回実施した職場環境改善を目指したメンタルヘルス対策は

労働改革に大きく寄与すると考える。 

今回の経験を生かして今後更なる職場環境改善に取り組むと同時に、自己研鑽に努

める所存である。 


